
多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
で
論
点
提
示

社
整
審

分
科
会
住
生
活
基
本
計
画
の
見
直
し
へ

新
た
に
建
設
産
業
行
動
計
画
策
定

働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
を
両
立

社
会
資
本
整
備
審
議
会
は

一
月
十
六
日
、
東
京
・
千
代

田
区
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁

舎
三
号
館
会
議
室
で
住
宅
宅

地
分
科
会
（
分
科
会
長
・
中

井
検
裕
東
京
工
業
大
学
環
境

・
社
会
理
工
学
院
長
）
の
第

二
回
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

居
住
者
の
視
点
に
よ
る
住
生

活
基
本
計
画
の
見
直
し
に
向

け
て
有
識
者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
様
な

居
住
ニ
ー
ズ
の
実
現
と
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

関
す
る
主
要
な
論
点
を
提
示

し
た
。

住
生
活
基
本
法
に
基
づ
き

現
行
の
住
生
活
基
本
計
画

（
全
国
計
画
）
は
二
〇
一
六

年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
社
会
を
正
面
か
ら
見
据

え
、
若
年
・
子
育
て
世
帯
や

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
住
生
活
の
実

現
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
計
画
期
間
は
十
年
間
で

お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

主
要
な
論
点
で
は
多
様
な

居
住
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
円

滑
な
住
み
替
え
を
実
現
し
、

住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
居
住
ニ
ー

ズ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す

る
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

具
体
的
に
は
若
年
・
子
育
て

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
賃
貸
住
宅
の

普
及
策
に
つ
い
て
議
論
す
る

考
え
だ
。

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
で
は
住
宅
と
保
育
・
教

育
・
福
祉
・
介
護
・
医
療
な

ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
連
携

し
、
多
世
代
が
交
流
す
る
持

続
可
能
な
居
住
環
境
を
実
現

す
る
。

住
宅
宅
地
分
科
会
で
は
五

月
頃
に
中
間
報
告
を
行
い
、

年
末
を
め
ど
に
新
た
な
基
本

計
画
案
を
作
成
す
る
。
そ
の

う
え
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
都
道
府
県
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
、
来
年
三
月
の

閣
議
決
定
を
め
ざ
す
。

国
土
交
通
省
の
「
建
設
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
新
計
画
策
定
の
た
め
の
委
員
会
」
（
委
員
長
・

須
田
久
美
子
建
設
産
業
女
性
活
躍
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
幹
事
長
）
は
一
月
十
六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省
大
臣

室
を
訪
れ
、
新
た
に
策
定
し
た
「
女
性
の
定
着
促
進
に
向
け
た
建
設
産
業
行
動
計
画
」
を
赤
羽
一
嘉
国
交
相
に
手

渡
し
た
。
建
設
産
業
で
働
く
す
べ
て
の
女
性
が
働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
の
両
立
に
よ
っ
て
就
労
を
継
続
で
き
る

よ
う
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。
官
民
の
連
携
を
一
段
と
強
化
し
て
目
標
を
達
成
す
る
方
針
だ
。

同
省
は
建
設
産
業
に
お
け

る
女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

め
ざ
し
、
一
般
社
団
法
人
日

本
建
設
業
連
合
会
（
山
内
隆

司
会
長
）
、
一
般
社
団
法
人

全
国
建
設
業
協
会
（
近
藤
晴

貞
会
長
）
、
一
般
社
団
法
人

全
国
中
小
建
設
業
協
会
（
土

志
田
領
司
会
長
）
、
一
般
社

団
法
人
建
設
産
業
専
門
団
体

連
合
会
（
才
賀
清
二
郎
会

長
）
、
一
般
社
団
法
人
全
国

建
設
産
業
団
体
連
合
会
（
渡

邉
勇
雄
会
長
）
の
五
団
体
と

共
同
で
「
も
っ
と
女
性
が
活

躍
で
き
る
建
設
業
行
動
計

画
」
を
平
成
二
十
六
年
に
策

定
し
、
官
民
連
携
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。
昨
年
七

月
に
は
関
係
団
体
間
の
交
流

や
情
報
の
共
有
化
を
推
進
す

る
建
設
産
業
女
性
活
躍
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
し

た
同
委
員
会
を
設
置
し
、
新

た
な
行
動
計
画
の
作
成
に
向

け
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

新
行
動
計
画
は
①
働
き
続

け
ら
れ
る
た
め
の
環
境
整
備

を
進
め
る
②
女
性
に
選
ば
れ

る
建
設
産
業
を
め
ざ
す
③
建

設
産
業
で
働
く
女
性
を
応
援

す
る
取
り
組
み
を
全
国
に
根

づ
か
せ
る
―
―
な
ど
を
柱
に

官
民
共
通
の
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
女
性
の

定
着
に
向
け
た
意
識
改
革
、

働
き
方
改
革
、
労
働
環
境
の

整
備
、
建
設
産
業
の
新
た
な

魅
力
の
創
造
・
発
信
、
優
良

な
仕
事
例
の
紹
介
、
地
域
中

小
建
設
企
業
に
お
け
る
女
性

技
術
者
・
技
能
者
の
確
保
・

育
成
な
ど
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

新
行
動
計
画
の
手
交
式
で

は
須
田
委
員
長
が
「
女
性
に

選
ば
れ
る
建
設
産
業
の
実
現

に
向
け
て
女
性
の
活
躍
か
ら

女
性
の
定
着
へ
と
取
り
組
み

を
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
今
年

が
定
着
元
年
と
な
る
よ
う
官

民
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

こ
れ
を
受
け
て
赤
羽
国
交

相
は
「
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
中
で
建
設
産
業
を

存
続
さ
せ
る
に
は
女
性
の
定

着
が
不
可
欠
だ
。
業
界
発
展

の
た
め
に
も
積
極
的
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
建
設
産
業

従
事
者
が
国
民
の
憧
れ
の
的

に
な
り
、
広
く
リ
ス
ペ
ク
ト

さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
全

面
的
な
協
力
を
約
束
し
た
。

赤羽国交相 須田委員長

国交省大臣室で委員らが面談

住宅宅地分科会が勉強会
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